
静岡県防衛協会の新会員が駒門駐屯地で自衛隊を体感
的
と
し
て
活
動
す
る
民
間
の
組
織
。
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
に
よ
り
支

本
協
会
は
、
防
衛
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
防
衛
基
盤
の
育
成
強
化
に

こ
と
は
な
い
か
と
い
う
意
識
か
ら
、
ま
ず
は
現
場
で
勤
務
す
る
隊
員
を

れ
た
静
岡
県
防
衛
協
会
中
・
西
部
支
部
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

今
回
の
研
修
も
、
現
在
、
少
子
高
齢
化
・
高
学
歴
化
・
好
景
気
の
中
で

連
隊
か
ら
始
ま
り
、
隊
員
か
ら
連
隊
の
概
要
や
訓
練
状
況
の
説
明
を
受

そ
の
後
は
９
０
式
・
１
０
式
戦
車
や
最
新
鋭
の
１
６
式
機
動
戦
闘
車

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

常
に
ス
ム
ー
ズ
か
つ
厳
格
で
、
常
に
安
全
第
一
を
心
が
け
て
い
る
こ
と

も
説
明
。
隊
員
の
希
望
と
企
業
の
要
望
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
非
常
に
大

ら
安
全
教
育
を
受
け
た
会
員
か
ら
は
「
日
頃
か
ら
安
全
に
十
分
配
慮
し

支
援
な
ど
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
向
上
に
努
め
て
い

一
方
、
静
岡
地
本
富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
長
・
岡
村
伸
一
３
等
陸

そ
し
て
車
長
の
号
令
で
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
て
戦
車
が
発

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
り
、
装
備
品
を
大
切
に
使
用
す
る
物

退
職
自
衛
官
の
雇
用
促
進
へ
の
支
援
を
依
頼
し
た
。

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
支
援
・
協
力
す
る
こ
と
を
目

な
ど
を
見
学
し
、
性
能
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
会
員

隊
員
の
募
集
が
非
常
に
困
難
な
状
況
を
憂
え
、
少
し
で
も
支
援
で
き
る

９
月
１
８
日
（
水
）、
陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
で
行
わ

会
員
は
多
忙
な
本
業
の
合
間
を
縫
っ
て
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、

研
修
は
、
戦
車
の
運
用
に
携
わ
る
隊
員
教
育
を
支
援
す
る
機
甲
教
導

品
愛
護
の
精
神
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

く
。

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
部
外
者
に
対
す
る
気
配
り
も
自
然
だ
っ

進
。
隊
員
た
ち
の
連
携
を
間
近
で
見
た
会
員
は
「
隊
員
間
の
連
携
が
非

佐
か
ら
、
定
年
退
職
者
や
任
期
満
了
退
職
者
の
再
就
職
支
援
に
つ
い
て

え
ら
れ
、
現
在
県
内
の
会
員
数
は
４
２
６
人
を
誇
っ
て
い
る
。

実
地
に
見
て
、
今
後
の
募
集
支
援
の
資
と
す
る
た
め
実
施
さ
れ
た
。

け
た
後
、
７
４
式
戦
車
に
実
際
に
体
験
試
乗
し
た
。
試
乗
前
に
隊
員
か

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
協
力
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
部
隊
研
修

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

が
分
か
っ
た
。
戦
車
は
細
部
ま
で
磨
き
上
げ
ら
れ
、
し
っ
か
り
と
整
備

切
で
あ
る
こ
と
、
昨
年
度
の
実
績
や
今
年
度
以
降
の
展
望
を
紹
介
し
、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、

の
よ
う
な
部
隊
が
編
成
さ
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
質
問
が
あ

か
ら
は
「
戦
車
は
ど
こ
ま
で
軽
量
化
が
進
ん
で
い
く
の
か
」「
今
後
は
ど

り
、
会
員
の
安
全
保
障
へ
の
理
解
や
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
関
心
の

県内陸上自衛隊が富士山の麓で広報活動
が
参
加
し
て
、
自
衛
隊
の
普
段
の
訓
練
を
は
じ
め
防
災
訓
練
や
災
害
派

今
回
は
、
県
内
に
所
在
す
る
全
て
の
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地(

富
士
・

く
、
機
内
見
学
を
年
に
数
回
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
来
場
者
に
搭
乗
員

た
「
第
７
回
自
衛
隊
と
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
お
い
て
広
報
活
動
を

途
廃
止
と
な
っ
て
常
設
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｈ
ー
１
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機

る
８
７
式
偵
察
警
戒
車
や
高
機
動
車
な
ど
を
展
示
し
、
迅
速
な
機
動
展

駐
屯
地
が
一
堂
に
会
し
て
の
多
面
的
な
活
動
紹
介
は
、
終
日
来
場
者
を

ま
た
、
会
場
に
は
こ
れ
ま
で
の
災
害
派
遣
活
動
に
携
わ
る
隊
員
の
様

た
。

楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」
と
、
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
た
。

た
。

や
自
衛
官
か
ら
直
接
機
内
装
備
品
の
説
明
を
受
け
る
催
し
を
行
っ
た
。

員
の
活
力
の
源
と
な
っ
て
い
る
自
衛
隊
豚
汁
を
、
調
理
に
熟
達
し
た
隊

来
場
し
た
小
学
生
は
「
自
衛
隊
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
こ
と

・
給
食
・
入
浴
支
援
、
道
路
啓
開
、
除
染
等
、
自
衛
隊
の
各
種
能
力
を

各
部
隊
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
た
き
す
け
」「
イ
タ
ヅ

派
遣
を
は
じ
め
精
力
的
に
活
動
す
る
隊
員
の
紹
介
に
邁
進
し
て
い
く
。

駒
門
・
板
妻
・
滝
ヶ
原)

か
ら
各
種
車
両
や
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
隊
員

実
施
し
た
。

内
見
学
を
支
援
し
た
。
こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
展
示
は
国
内
で
も
数
少
な

９
月
２
９
日
（
日
）、
富
士
山
樹
空
の
森
（
御
殿
場
市
）
主
催
で
行
わ
れ

静
岡
地
本
は
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
展
開
し
た
ほ
か
、
樹
空
の
森
に
用

一
方
、
駒
門
駐
屯
地
と
板
妻
駐
屯
地
か
ら
は
、
各
駐
屯
地
に
装
備
す

マ
ン
」「
し
ず
ぽ
ん
」
ら
が
勢
揃
い
し
て
の
写
真
撮
影
会
な
ど
、
４
つ
の

員
が
来
場
者
に
振
舞
っ
た
。

活
用
し
た
救
援
活
動
の
紹
介
に
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
足
を
止
め
て
い

を
知
っ
た
」「
操
縦
席
に
座
っ
た
り
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
り
、
と
て
も

遣
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
幅
広
い
世
代
に
自
衛
隊
の
活
動
を
伝
え

気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
迷
彩
服
を
試
着
し
て
乗
り
込
む
体
験

開
能
力
を
紹
介
。
滝
ヶ
原
駐
屯
地
か
ら
は
、
厳
し
い
野
外
訓
練
で
も
隊

飽
き
さ
せ
な
か
っ
た
。

子
を
撮
影
し
た
パ
ネ
ル
写
真
を
掲
示
。
人
命
救
助
、
物
資
輸
送
、
給
水

さ
ら
に
、
富
士
駐
屯
地
の
音
楽
演
奏
や
板
妻
駐
屯
地
の
太
鼓
演
奏
、

静
岡
地
本
は
今
後
も
、
県
内
各
部
隊
と
協
力
し
、
警
戒
監
視
や
災
害

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、

沼津市立第三中学校で中部航空音楽隊が演奏会
材
を
携
え
て
、
音
楽
隊
専
用
車
両
で
学
校
に
到
着
。
静
岡
地
本
マ
ス
コ

あ
り
実
現
し
た
も
の
。
午
前
中
か
ら
気
温
が
３
０
度
を
超
え
る
季
節
外

に
長
年
培
っ
た
演
奏
の
コ
ツ
や
練
習
方
法
な
ど
プ
ロ
の
技
を
伝
授
し
た
。

空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊
（
浜
松
市
）
の
演
奏
会
を
支
援
し
た
。

た
。
隊
員
は
国
立
や
有
名
私
立
の
音
楽
大
出
身
者
も
多
く
、
そ
の
演
奏

う
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
奏
も
行
っ
た
。「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
曲

ま
た
、
後
半
で
は
吹
奏
楽
部
員
も
演
奏
に
参
加
。
現
在
練
習
し
て
い

来
場
者
と
一
体
と
な
っ
て
、
音
楽
の
魅
力
と
音
楽
の
持
つ
力
を
伝
え
た
。

演
奏
準
備
も
整
っ
た
隊
員
た
ち
は
、
演
奏
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
使
っ

族
な
ど
総
勢
６
０
０
人
を
前
に
「
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
」
と
い
う
曲
か
ら
プ

プ
ロ
の
演
奏
者
を
前
に
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
様

美
し
い
音
色
で
魅
了
し
、
終
始
笑
顔
に
し
て
い
た
。

じ
た
自
衛
隊
の
魅
力
を
広
め
、
音
楽
職
種
を
は
じ
め
将
来
の
職
業
と
し

れ
の
蒸
し
暑
さ
の
中
、
中
部
航
空
音
楽
隊
の
精
鋭
３
６
人
が
楽
器
や
器

こ
れ
は
、
音
楽
に
造
詣
が
深
い
同
校
の
鈴
木
珠
美
校
長
か
ら
依
頼
が

技
術
レ
ベ
ル
は
高
い
。
隊
員
と
同
じ
楽
器
を
担
当
し
て
い
る
生
徒
た
ち

１
０
月
２
日
（
水
）、
沼
津
市
立
第
三
中
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
た
航

て
、
ま
ず
は
同
校
吹
奏
楽
部
員
３
６
人
に
演
奏
の
手
ほ
ど
き
を
実
施
し

ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
。
楽
器
紹
介
や
希
望
者
に
指
揮
を
体
験
し
て
も
ら

て
の
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

子
だ
っ
た
。

音
楽
隊
は
こ
の
日
７
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し
、
時
に
は
生
徒
や

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ず
ぽ
ん
」
も
同
行
し
た
。

そ
し
て
午
後
の
演
奏
会
本
番
。
体
育
館
に
集
ま
っ
た
生
徒
や
そ
の
家

を
指
揮
し
た
男
子
生
徒
は
「
指
揮
を
や
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、

る
「
ア
ラ
ジ
ン
」
の
曲
を
合
同
演
奏
し
て
、
集
ま
っ
た
生
徒
や
家
族
を

静
岡
地
本
は
、
引
き
続
き
音
楽
隊
の
支
援
を
得
て
、
広
報
演
奏
を
通

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は


